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【課題の概要】 
 本研究は、ソフトウェアの信頼性を保証するためのプログ
ラム検証技術に関する研究である。近年、機械学習技術の台
頭により、ソフトウェアの質の変化や量の増大に対応できる
検証技術が求められている。これらの要請に応えるとともに
機械学習技術を用いて高階モデル検査技術の発展を目標とし
ている。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 
 本研究は、プログラム検証問題を高階不動点論理の論理式
の真偽値判定問題に帰着して解く HFL モデル検査を用いて、
機械学習技術を取り込んだプログラム検証方法や AI 技術に
よるソフトウェアの質の変化にも対応できる手法の開発を行
うもので、理論的にも実用的にも重要な課題である。未解決
問題に取り組む理論的研究から検証器の作成や検証実験まで
を含んでおり、研究成果が期待できるとともに、その波及効
果は大きい。 

 




